
▼
今
年
も
「
山
形

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
」
が
12
月
17
日

（
月
）
の
午
後
７

時
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。Ｙ
Ｔ
Ｓ

山
形
テ
レ
ビ
主
催
で
19
回
目
を
迎

え
る
ご
当
地
Ｐ
Ｒ
番
組
。
今
年
は

初
心
に
帰
っ
て
「
金
山
杉
」
を
テ

ー
マ
に
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
テ
ム

を
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。

▼
広
報
担
当
に
な
っ
て
初
め
て
手

に
し
た
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
。
ハ
マ

り
に
ハ
マ
っ
て
、
今
で
は
大
切
な

趣
味
と
な
り
ま
し
た
。
先
日
、
自

己
研
鑽
も
兼
ね
て
「
フ
ォ
ト
マ
ス

タ
ー
検
定
」
な
る
も
の
を
受
験
。

１
月
に
出
る
結
果
が
楽
し
み
で

す
。（
う
ま
）

編
集

 

幸
記

いまこそ集落創生 第９回　片貝地区

▲毎年７月24日に執り行われる岩円地蔵様の祭礼。
岩穴の祠に集う様子は何とも幻想的。地区住民で実施
する春時期と祭礼前日の一斉清掃が慣例となっている

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,557人 （10月末現在）
男　性　2,702 人（－　1）
女　性　2,855 人（－11）
世帯数　1,758 世帯

▼10月の異動
　出生 2人
　死亡 8人
　転入 5人
　転出 11人
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町
中
心
部
か
ら
約
４
㎞
、明
安
地
区
の
東
端
で
あ
る
片
貝
地
区
。

現
在
は
約
50
世
帯
、
１
７
０
名
程
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
片
貝
に

は
、
雨
乞
い
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
る
岩
円
地
蔵
や
広
域

に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
枡
沢
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
る
岩
円
地
蔵
は
、
地
区
の
東

奥
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
入
口
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
は
ま

る
で
別
世
界
。
巨
木
が
立
ち
並
ぶ
参
道
は
苔
む
し
、
２
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
進
む
と
岩
上
に
大
杉
が
そ
び
え
ま
す
。
そ
の
根
に
抱
か

れ
る
よ
う
な
岩
穴
の
祠
に
地
蔵
様
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
神

様
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
干
ば
つ
が
続
く
時
な
ど
に
は
、
他
地
区
や

町
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
雨
乞
い
に
訪
れ
て
恵
み
の
雨
を
願
い
ま

す
。
岩
円
と
は
「
岩
屋
」、
つ
ま
り
岩
の
家
を
意
味
し
ま
す
。
地

蔵
様
が
家
と
し
て
守
っ
て
き
た
幽
玄
で
神
秘
的
な
森
を
、
現
在
は

地
区
の
手
で
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
24
日
に
執
り
行
わ

れ
る
祭
礼
で
は
、
多
く
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
岩
穴
の
祠
で
膝
を
突

き
合
わ
せ
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
す
。

　
「
水
」
と
は
深
い
関
係
に
あ
る
片
貝
地
区
。
今
年
８
月
に
町
を

襲
っ
た
豪
雨
で
は
、
片
貝
を
含
む
東
郷
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
岸
新
也
区
長
は
「
倒
木
・
転
石
に
よ
り
通
行
不

能
と
な
っ
た
町
道
岩
円
線
は
、
地
区
で
す
ぐ
に
復
旧
し
た
。
水
害

は
大
変
だ
が
、
農
業
者
や
町
に
と
っ
て
大
切
な
資
源
で
あ
る
水
と

う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
片
貝
も
例
に
漏
れ
ず
、
若
者
や
担
い
手
の
減
少
が
著
し
い
状

況
だ
が
、
少
し
ず
つ
子
ど
も
は
増
え
て
い
る
」
と
岸
区
長
は
希
望

を
持
ち
ま
す
。
５
年
程
前
に
途
絶
え
た
白
山
神
社
の
祭
り
も
、
若

者
中
心
で
復
活
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
。
こ
れ
か
ら
も

片
貝
は
潤
い
あ
る
地
区
を
目
指
し
、
地
区
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
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こ
ら

ほ
こ
ら


